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【A】

①・③
　指導主事の学校教育指導や各管内で開催される生徒指導研究協議
会などの機会に、これまでに作成・配布している研修資料を改めて
周知するとともに、管内課題の解決に向けた実効性のある取組につ
なげるよう指導助言
②・スクールソーシャルワーカーの役割の一層の普及啓発
　・学校等の要請によらず行うアウトリーチ型の支援や、ＳＳＷの
　資質向上のため、チーフＳＳＷを活用した指導助言体制の検討

①各学校において自校の実情について主体的に取り組むために、研
修の工夫が必要
②スクールソーシャルワーカーの役割が教職員に十分理解されず、
適切な支援につながらないケースが見られることから、教職員のほ
か、市町村教育委員会向けの啓発が必要
③各学校において虐待事案に応じて適切な対応が求められているこ
とから、継続した体制整備が必要

【C】

(3)教職員の資質・能力の向上と学校体制の充実

【P】

①学校教育指導や管内生徒指導研究協議会等での研修資料等の活用
に向けた指導助言
②スクールソーシャルワーカー活用事業の更なる普及に向け、Ｒ２
年度に作成した資料を活用し普及啓発
③各種会議等での「学校・教育委員会等向け虐待対応の手引き」等
を活用した研修例を提示

①教員用リーフレット『いじめ対策に係る取組の徹底について』
（指導通知）などを用いて研修を実施するよう校長会で周知
②不登校児童生徒に関わる対応状況の調査を実施し、課題の見られ
る学校にはスクールソーシャルワーカー等の専門家を活用した校内
研修の実施などについて助言
③手引を活用した校内研修の実施について、各校長会など各種会議
で周知を図るとともに、学校経営指導訪問での助言（通年）

【D】
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